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（別紙様式４） 

 

職業実践専門課程の基本情報について 
 

学  校  名  設置認可年月日  校 長 名  所   在   地 

専門学校 
水戸自動車大学校 

平成１１年４月７日 八文字 和宏 
〒311-0812 
茨城県水戸市浜田2-14-22 
（電話）029－228－1011 

設 置 者 名 設立認可年月日 代 表 者 名  所   在   地 

学校法人八文字学園 昭和５７年４月１日 八文字 蓉子 
〒311-0812 
茨城県水戸市浜田2-11-18 
（電話）029－221－8771 

目 

的 

本校は学校教育法第８２条の２の規定により、高度で専門的な工業専門分野を中心とした自動車 

整備技能の教育を行うことを目的とする。 

課 程 名 学 科 名 修業年限 
（昼、夜別） 

全課程の修了に必要

な総授業時数又は総

単位数 

専門士の付与 高度専門士の付与 

工業専門課程 １級自動車整備学科 ４年（昼） 4091.4単位時間 

（又は単位） 
― 

平成20年文部科学 

大臣告示第15号 

教育課程 

講義 演習 実験 実習 実技 

1294 単位時間 

（又は単位） 
単位時間 

（又は単位） 
単位時間 

（又は単位） 
2797.4 単位時間 

（又は単位） 
単位時間 

（又は単位） 

生徒総定員 生徒実員 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

１６０人 ４３人 １９人 ２人 ２１人 

学期制度 ■全期： 4月1日～9月30日  

■後期：10月1日～3月31日 

 

成績評価 ■成績表（有・無） 

■成績評価の基準・方法について 

期末試験、実習の成果、履修除状況 

長期休み ■学年始め：4月1日 

■夏 季：8月2日～8月31日 

■冬 季：12月26日～1月6日 

■学年末：3月31日 

卒業・進級条件 全科目の履修時間が、学則第９条 

表１に定める授業時間数の１００％ 

・期末試験に合格しているもの 

・卒業試験に合格しているもの 

生徒指導 ■クラス担任制（有・無） 

■長期欠席者への指導等の対応 

 面談・家庭訪問 

課外活動 ■課外活動の種類 

 校外清掃 

■サークル活動（有・無） 

主な就職先 ■主な就職先、業界 

 自動車業界、自動車ディーラー 

■就職率 100％（平成27年度） 

主な資格・検定 ・自動車整備士（１級・２級） 

・低圧電気取扱安全衛生教育 

・圧縮天然ガス自動車点検整備責任者 

中途退学の現状 ■中途退学者 0名  ■中退率 0.0％ 

平成27年 4月 1日在学者 43名（平成27年 4月入学者を含む） 

平成28年 3月31日在学者 43名（平成28年 3月卒業生を含む） 

■中退防止のための取組 

 面談・家庭訪問 

ホームページ URL: http://www.mito.ac.jp/ 
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１．教育課程の編成 

（教育課程の編成における企業等との連携に関する基本方針） 

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方針 

①社会の要請に応えた自動車整備士を育成するため、業界や企業関係者が参画する教育課程編成委員会の提言を踏まえた科目の編成や授業内容・

方法等の改善に取り組む。 

②高度化する自動車技術、多様化する自動車社会に対応できる人材を育成するための実践的な教育課程の編成を行う。 

（教育課程編成委員会等の全委員の名簿） 

平成28年3月31日現在 

名 前 所   属 

中井 英一 茨城大学 理学部 教授 

伊達 延之 茨城ダイハツ販売株式会社 総務部 部長 

大島 弘 株式会社 スズキ自販茨城 執行役員 サービス部 部長 

神谷 寛之 茨城トヨタ自動車株式会社 総務部 人事課主任 

小野里 源治 日産プリンス茨城販売株式会社 サービス部 課長 

野﨑 和紀 茨城トヨペット株式会社 人事部 部長 

金野 孝一 株式会社 北関東マツダ 管理部 採用グループ次長 

八文字 和宏 水戸自動車大学校 学校長 

郡司 秀彦 水戸自動車大学校 教務部長 

雨谷  俊宏 水戸自動車大学校 1級自動車整備・車体整備学科長(1・2年) 

近馬 克之 水戸自動車大学校 2級自動車整備学科長 

大森  秀幸 水戸自動車大学校 2級自動車整備実習学科長 

高野  正義 水戸自動車大学校 車体整備学科長(3年）  

 

（開催日時） 

第１回 平成27年 11月19日 14：00 ～ 16：00  第2回 平成28年  3月24日 14：00 ～ 16：00 

２．主な実習・演習等 

（実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針） 

①実務を想定したケーススタディ型の体験実習を取り入れることで、組織及びクライアントを意識した業務の進め方、コミュニケーションの取り方、不測の事態へ

の対応等、校内実習だけでは修得が困難な実務能力の育成を図る。 

 ②自動車の技術革新に対応するために、自動車の新機構・新装置についての知識および点検整備方法等の技能の向上を図る。 

 

科 目 名 科 目 概 要 連 携 企 業 等 

特殊機構１ 自動車整備関連技術の向上を目的として、溶接技術の安全作業を

学ぶ。 

茨城労働基準協会連合会 

機械工作作業 自動車整備関連技術の向上を目的として、ガス溶接技術の安全作

業を学ぶ。 

茨城労働基準協会連合会 

体験実習 自動車業界での実践教育を通して学生の就職に対する意識を高め

ることを目的として、自動車整備の企業において自動車整備士の指

導の下、実習を行う。 

株式会社 ホンダカーズ茨城 

茨城日野自動車 株式会社 

茨城トヨタ 自動車株式会社 
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３．教員の研修等 

（教員の研修等の基本方針） 

①教員研修を、それぞれの経験年数や職能に応じて教職員の資質・能力の向上が図れるように研修体系を構築する。 

②専門教科等の研修を実施し，教職員の専門的知識・技能の修得の推進を図る。また、業界・企業等と連携することにより、最新の技術や業界の動向など

を把握の上、必要な研修を実施する。 

 ③教員研修の成果が日常の教育活動に活用されるよう、研修内容の事後点検に努める。 

４．学校関係者評価 

（学校関係者評価委員会の全委員の名簿） 

 

   平成28年3月31日現在 

名 前 所   属 

高田 典之 （卒業生） 

吉成 庄司 （卒業生） 

吉原 栄治 （保護者） 

渡邊 尚樹 （保護者） 

雨谷 俊一 （地域住民） 

本多 有佳梨 （地域住民） 

伊達 延之 茨城ダイハツ販売株式会社 総務部 部長 

大島 弘 株式会社 スズキ自販茨城 執行役員 サービス部 部長 

神谷 寛之 茨城トヨタ自動車株式会社 総務部 人事課主任 

小野里 源治 日産プリンス茨城販売株式会社 サービス部 課長 

野﨑 和紀 茨城トヨペット株式会社 人事部 部長 

金野 孝一 株式会社 北関東マツダ 採用グループ 次長 

 （学校関係者評価結果の公表方法） 

URL: www.mito.ac.jp/disclosure/index.html 

５．情報提供 

（情報提供の方法） 

URL: www.mito.ac.jp/disclosure/index.html 
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授業科目等の概要 

（工業専門課程 1級自動車整備学科）平成2７年度 

分類 

授業科目名 授業科目概要 

配
当
年
次
・
学
期 

授
業
時
数 

単
位
数 

授業方法 

必 
 

修 

選
択
必
修 

自
由
選
択 

講 

義 

演 

習 

実
験
・
実
習
・
実
技 

○     基礎自動車工学 基礎自動車工学 1前 15.0    ○     

○     ガソリン１ 
２級ガソリン（総論、 エンジン本体Ⅱ）、３級ガソリ

ン（総論、エンジン本体Ⅰ） 
1前 25.0    ○     

○     ガソリン２ ２級ガソリン（潤滑装置、冷却装置） ３級ガソリン 1後 7.0    ○     

○     ガソリン３ ２級ガソリン（電子制御装置） ３級ガソリン 2前 14.0    ○     

○     ガソリン４ ２級ガソリン（燃料装置、吸排気装置） 2前 13.0    ○     

○     ジーゼル１ 
２級ジーゼル（総論、エンジン本体、潤滑装置） ３

級ジーゼル（エンジン本体、潤滑装置）  
1前 7.0    ○     

○     ジーゼル２ ３級ジーゼル（燃料装置） 1前 23.0    ○     

○     ジーゼル３ 
２級ジーゼル（燃料装置 ） ３級ジーゼル（燃料

装置） 
1前 13.0    ○     

○     ジーゼル４ 
２級ジーゼル（燃料装置、吸排気装置） ３級ジー

ゼル（燃料装置） 
2後 22.0    ○     

○     シャシ１ 
２級シャシ（ｱｸｽﾙ及びｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ） ３級シャシ（総

論、ｱｸｽﾙ及びｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ） 
1前 16.0    ○     

○     シャシ２ 

２級シャシ（ホイール及びタイヤ） ３級シャシ（動力

伝達装置Ⅰ､ホイール及びタイヤ、ホイール・アライメン

ト） 

1前 30.0    ○     

○     シャシ３ ３級シャシ（ステアリング装置Ⅰ、ブレーキ装置Ⅰ） 1後 11.0    ○     

○     シャシ４ 
２級シャシ(ホイール・アライメントⅡ、ブレーキ装置Ⅱ)  

３級シャシ(フレーム及びボデー) 
2前 19.0    ○     

○     シャシ５ ２級シャシ(動力伝達装置Ⅱ、ステアリング装置Ⅱ） 2後 23.0    ○     

○     力数 １ 
基礎自動車工学・基礎知識、基礎的な原理法則 基

礎自動車工学(基礎的な原理法則、自動車の諸元) 
1前 23.0    ○     

○     力数 ２ 基礎自動車工学・基礎的な原理法則、２級シャシ 1後 8.0    ○     

○     力数 ３ 基礎自動車工学(自動車の諸元) 2前 13.0    ○     

○     力数 ４ 基礎自動車工学(自動車の諸元) 2後 13.0    ○     
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○     電子工学１ 

基礎自動車工学（基礎的な原理・原則（電気と磁

気)） ２級ガソリン（電気装置（Ⅰ、Ⅱ、半導体、

バッテリ)） ３級ガソリン（電気装置（Ⅰ、Ⅱ、半導

体、バッテリ）） 

1前 16.0    ○     

○     電子工学２ 

２級ガソリン（電気装置（Ⅰ、半導体，Ⅲ、始動装

置、Ⅲ充電装置））２級ジーゼル（（Ⅵ、充電装

置））３級ガソリン（Ⅲ始動装置、Ⅵ充電装置） 

1前 25.0    ○     

○     電子工学３ 

２級ガソリン（電気装置（Ⅴ、点火装置）） ２級

ジーゼル（電気装置（Ⅴ、予熱装置）） ３級ガソ

リン（（Ⅴ、点火装置）） ３級ジーゼル（電気装

置（Ⅴ、予熱装置）） 

1後 9.0    ○     

○     電子工学４ 

２級シャシ（電気装置（Ⅰ、計器、Ⅲ、空気調和装

置）） ３級シャシ（電気装置（Ⅲ、灯火装置、

Ⅵ、計器、暖冷房装置）） 

2前 13.0    ○     

○     電子工学５ 

２級シャシ（電気装置（Ⅱ、警報装置、Ⅵ、電気装

置の配線）） ３級シャシ（電気装置（Ⅴ、ホーン、

ウィンドシールド・ワイパ、及びウィンドウシールド・ウォッシ

ャ電気装置の配線）） 

2前 13.0    ○     

○     材料 基礎自動車工学（自動車の材料） 1後 8.0    ○     

○     燃料・潤滑 
２級ガソリン（燃料及び潤滑剤） ２級ジーゼル（燃

料及び潤滑剤） ２級シャシ（燃料及び潤滑剤） 
1前 8.0    ○     

○     図面 製図 2前 11.0    ○     

○     自動車工学演習 自動車工学に関する総合演習 2後 20.0    ○     

○     ガソリン５ 
２級ガソリン（吸排気装置・整備、ｴﾝｼﾞﾝの点検・整

備） ３級ガソリン（エンジン本体・整備） 
1後 17.0    ○     

○     ガソリン６ 
２級ガソリン（潤滑装置・整備、冷却装置・整備） 

３級ガソリン 
1後 10.0    ○     

○     ジーゼル５ 

２級ジーゼル（燃料装置、インジェクションポンプテスタ

整備） ３級ジーゼル（燃料装置、インジェクションノズ

ルテスタ整備） 

2前 20.0    ○     

○     シャシ６ 
アクスル及びサスペンション・整備、動力伝達装置Ⅰ・整

備、ホイール及びタイヤ・整備、アライメント整備 
1前 22.0    ○     

○     シャシ７ 
２・３級シャシ（ステアリングⅠ・整備、ブレーキ装置

Ⅰ・整備） 
1後 10.0    ○     

○     シャシ８ 
２・３級シャシ（ブレーキ装置Ⅱ・整備、フレーム及び

ボデー・整備） 
2前 11.0    ○     

○     シャシ９ 
２・３級シャシ（ステアリングⅡ・整備、動力伝達装置

Ⅱ・整備、シャシの点検・整備） 
2後 19.0    ○     

○     電子工学６ 

２級ガソリン（電気装置・整備（Ⅱ、バッテリ、Ⅲ、始

動装置、Ⅵ、充電装置）） ３級ガソリン（電気装

置・整備（Ⅱ、バッテリ、Ⅲ、始動装置、Ⅵ、充電装

置、Ⅴ、点火装置））３級ジーゼル（電気装置・整

備（Ⅴ、予熱装置））２級シャシ（電気装置（Ⅱ、

警報装置，Ⅲ、空気調和装置））３級シャシ（電

気装置（Ⅲ、灯火装置、Ⅵ、計器、Ⅴ、ホーン・ワイ

パ、Ⅶ冷房装置）） 

2後 19.0    ○     
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○     故障探求 
２級ガソリン（故障原因探求 ２級ジーゼル（故障原

因探求）、２級シャシ（故障原因探求）） 
2後 15.0    ○     

○     自動車整備演習 自動車整備に関する総合演習 2後 50.0    ○     

○     整備機器 
基礎自動車整備作業（整備基礎知識、基礎整備作

業のⅠ） 
1前 13.0    ○     

○     測定 基礎自動車整備作業（基礎整備作業のⅡ～ⅶ） 1前 12.0    ○     

○     検査機器 
基礎自動車整備作業（基礎整備作業のⅷ昇降作業

～Ⅹ機械工具） 
1後 12.0    ○     

○     検査 ２級シャシ（保安基準適合性確保の点検） 2後 24.0    ○     

○     法令Ⅰ 
法令（道路運送車両法と保安基準、自動車点検基

準） 
1後 11.0    ○     

○     法令Ⅱ 
法令（道路運送車両法と保安基準、自動車点検基

準） 
2後 15.0    ○     

○     （情報技術1） コンピュータ実習 1前 20.0    ○     

○     （情報技術2） コンピュータ実習 2前 20.0    ○     

○     （文書技法1） 一般常識 1後 20.0    ○     

○     （倫理社会1） 一般教養 1前 5.0    ○     

○     （倫理社会2） 一般教養 2後 5.0    ○     

○     機械工作作業 

自動車整備士に必要な工具、機械類の種類、用途、

使用方法を学ぶ。手仕上げ作業及び工作作業を行うこ

とにより安全作業の重要性について学ぶ。溶接の安全

作業を学ぶ。 

1前 27.2        ○ 

○     計測作業 

RD２８エンジンの分解組立を行いながら各種の計測

作業を行うことにより、各測定器具の取り扱い及び使用

方法を学ぶ。また、測定の重要性についても学ぶ。 

2前 47.4        ○ 

○     エンジン本体 

ガソリンエンジン分解組立を行い、最後にエンジンを始動

させることにより、整備の楽しさを体感させる。エンジンの

基本的な構造を見て学ぶ。 

1前 33.4        ○ 

○     Ｇ噴射装置 

電子制御式燃料噴射装置に使われている各センサー

及びアクチュエーターの名称、作動、点検方法を学ぶ。

外部診断機の使い方を学ぶ。 

1後 47.4        ○ 

○     ジーゼル整備 

車両からシリンダヘッド等を脱着し、点検及び調整を行う

ことによりジーゼルエンジンの整備を学ぶ。エンジンを始

動させることにより、始動系統・燃料系統について学ぶ。 

1後 47.4        ○ 

○     特殊機構１ 

ロータリーエンジン単体を分解組立することにより、レシプ

ロエンジンとの構造上の違いについて学ぶ。溶接の安全

作業を学ぶ 

1前 40.0        ○ 

○     二輪２ 

二輪１で学んだ基礎を基に、より高度なエンジンの分解

組立を行う。４連キャブレータの分解調整方法について

学ぶと同時に自動車のキャブレータについても学ぶ。 

2前 47.4        ○ 
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○     Ｄ噴射装置 

分配、列型インジェクション・ポンプの分解組立により、ガ

バナ、タイマの構造、機能について学ぶ。 

電子制御式インジェクション・ポンプの構造、機能につい

ても学ぶ。 

2前 47.4        ○ 

○     重整備 

車両からエンジンなどを脱着させることにより、整備に対

する安全への考え方を学ぶ。重整備を行うことにより、今

までの総復習を行うと共に、再確認を行う。 

2後 35.6        ○ 

○     タイヤ整備 

タイヤの交換作業を行う事により、タイヤの構造などを学

ぶ。また、タイヤチェンジャー及びホイールバランサーの使

い方を学ぶ。 

1前 24.2        ○ 

○     動力伝達装置 
車両よりトランスミッションを脱着し、分解組立を行うこと

により、動力伝達経路を学ぶ。 
1後 47.4        ○ 

○     ステアリング装置 

ラックピニオン型・ボールナット型ステアリングギアの分解

組立を行うことにより かじ取り装置の構造について学

ぶ。（Ｐ/Ｓ含）二輪のステアリング機構の分解点検を

行うことにより、四輪車との相違点を学ぶ。 

1後 47.4        ○ 

○     ブレーキ装置 

重要保安部品であるブレーキ装置の分解組立を行うこ

とにより、制動力発生の原理及び 

倍力装置の作動原理について学ぶ。 

1後 47.4        ○ 

○     サスペンション 

サスペンション本体の分解組立を行うことにより、基本的

な構造について学ぶ。ホイール・アライメントの測定及び

調整を行うことにより、走行安定性の重要性について学

ぶ。 

2前 47.4        ○ 

○     二輪１ 
原動機付自転車の分解組立を行うことにより、燃料装

置、動力伝達装置について学ぶ。 
1後 47.4        ○ 

○     トラック整備 

大型車両特有の機構を中心に、Ｆ・Ｒアクスル、センタ

ーブレーキ、キングピンの分解を行い、構造、作動につい

て学ぶ。 

2前 47.4        ○ 

○     Ａ／Ｔ 

電子制御式４速Ａ/Ｔ（ＲＥ４Ｒ０１Ａ）の分解

組立を行うことにより、構造、作動及び各レンジでの制

御要素と動力伝達経路について学ぶ。 

2前 47.4        ○ 

○     二輪３ 
二輪大型のブレーキ装置、サスペンション、クラッチなどの

分解組立を習得することにより整備力を養う。 
2前 47.4        ○ 

○     特殊機構２ 
電子制御式パワーステアリング装置及びＡＢＳなどを

整備、点検を行うことにより作動などを学ぶ。 
2後 35.6        ○ 

○     基本点検作業 

リフトを使用しタイヤなどを外させ、車の構造及び名称な

どを覚えると同時に基本的な作業の行い方や点検方法

を学ぶ。 

1前 33.4        ○ 

○     基礎電気 
サーキットテスターの製作を通して、電気に対する基礎

的な考え方を学ぶ。 
1前 24.2        ○ 

○     電気装置１ 

バッテリーの構造、機能、作用、比重測定、充電方法に

ついて学ぶ。磁気作用、電子回路の基礎知識、回路作

動を学ぶことにより始動装置の構造、機能を学ぶ。 

1後 47.4        ○ 

○     電気装置２ 

点火装置構成部品の基本的な構造・作動を理解し、

各部の点検、良否判定を行う。充電装置について構

造、作動、機能を理解し、内部の構造を学ぶ。また、ベ

ンチ・テストを使用し、単体での点検方法を学ぶ。 

1後 47.4        ○ 
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○     エアコンシステム 

オートエアコンの作動を理解すると共に各センサーの役

割、点検方法を学ぶ。自己診断機能及びファンコントロ

ール制御について学ぶ。 

2後 30.2        ○ 

○     車体電装１ 

灯火装置について学ぶと共に、システム図を使用し故障

診断の基本的な考え方を学ぶ。車両を使用した時のテ

スターの使い方なども学ぶ。 

1後 47.4        ○ 

○     車体電装２ 

今まで行ってきた電装実習の総復習として始動・充電・

点火の各装置を車両からの脱着を行い、車上での点検

を行う。パワーウインド装置の作動・点検方法を学ぶ。 

2後 35.6        ○ 

○     ガソリン診断 

オシロスコープの使い方をマスターする。 

オシロスコープを使用して、サーキットテスターでは、わか

りづらい故障診断を行う。エアコンにおける冷媒サイクル

の原理と機能及び作動を理解する。 

2前 47.4        ○ 

○     故障探求 

ガソリン診断のまとめとして故障診断を行い、整備技術

力の向上及び難解故障の診断力を身につける。 

電子制御式Ａ/Ｔの故障診断の考え方を学ぶ。 

2前 47.4        ○ 

○     二輪車検整備 
モーターサイクルの基礎を基に、検査機器を使用して二

輪車の点検整備について学ぶ。 
2後 30.2        ○ 

○     車検整備 

国が行う継続検査の実施要領、指定自動車整備事業

における車検整備の実務を保安基準、検査基準を踏ま

えて指導し、自動車の点検及び検査を総合的に学ぶ。 

2後 30.2        ○ 

○     自動車工学１ 
後二軸車の軸荷重 

材料・燃料・潤滑材・図面 
3前 10.0    ○     

○     自動車工学２ エンジン、ハイブリッド車 3前 25.0    ○     

○     自動車工学３ 圧縮天然ガス自動車 3前 25.0    ○     

○     電子工学 電気回路 3前 40.0    ○     

○     エンジン工学 エンジン、筒内噴射式ガソリン・エンジン、コモン・レール 3前 26.0    ○     

○     システム工学１ 
シャシ、無断変速機、車両安定制御装置 

ＳＲＳエア・バッグ及びプリテンショナ・シート・ベルト 
3前 30.0    ○     

○     システム工学２ 
電子制御式オートマティック・トランスミッション 

電動式パワー・ステアリング 
3後 33.0    ○     

○     システム工学３ 
アンチロック・ブレーキ・システム 

オート・エア・コンディショナ 
3後 24.0    ○     

○     システム工学４ 高度整備新技術 3前 27.0    ○     

○     

高度故障診断技

術１ 

高度故障診断技術 3後 10.0    ○     

○     

高度故障診断技

術２ 

振動・騒音 3後 10.0    ○     



- 9 - 

○     総合診断 総合診断 3前 10.0    ○     

○     環境保全論 環境保全 3後 10.0    ○     

○     安全管理学 安全管理 3後 10.0    ○     

○     自動車機器 自動車検査用機械器具の構造と取扱 3後 18.0    ○     

○     自動車検査 自動車整備関係通達及び道路運送車両法 3後 6.0    ○     

○     法令 指定整備工場のためのマニュアル 3後 12.0    ○     

○     自動車概論 自動車構造整備全般 4前 80.0    ○     

○     会計学 簿記論 3後 50.0    ○     

○     情報技術３ プレゼンテーション技術 3前 20.0    ○     

○     環境論 環境に関すること 3後 30.0    ○     

○     経営学 マーケティング 4前 20.0    ○     

○     工作作業 
手仕上げ作業・機械工作作業により整備に必要なもの

を作る。 
3前 14.0        ○ 

○     測定作業 
エンジンの構成部分の測定を行うことにより各部の摩耗

状態を確認する。 
3前 14.0        ○ 

○     エンジン本体Ｇ 

筒内噴射式ガソリンエンジン搭載車のエンジンO/Hを行

い通常エンジンとの違いを理解し完成後シャシダイナモメ

ータを用いてパワーテストを行う。 

3後 42.0        ○ 

○     エンジン本体Ｄ 
車両よりエンジンを脱着しO/Hを行い作業の完成度を

高める。 
3前 42.0        ○ 

○     特殊機構 
ハイブリッド車・ＣＮＧ車を用いて他種車両との違い・作

動について理解し、点検方法・診断方法について学ぶ。 
3前 42.0        ○ 

○     燃料装置Ｇ 

電子制御燃料噴射装置について車両別に入力出力信

号等の点検を行い制御方法を理解し診断方法について

学ぶ。 

3前 42.0        ○ 

○     燃料装置Ｄ 

列型・分配型ポンプの脱着を行い単体の調整、取付け

時の調整方法・診断方法について学ぶ。コモンレール式

の点検を行い作動を理解し点検方法・診断方法につい

て学ぶ。 

3後 42.0        ○ 

○     動力伝達 

電子制御Ａ/Ｔについて車両を用いて制御系統の点検

を行い診断方法について学ぶ。ＣＶＴ単体の分解点

検を行い作動について理解し車両を用いての点検・診

断方法について学ぶ。 

3後 42.0        ○ 

○     ステアリング装置 

電動パワステ、反力制御式パワーステアリングについて車

両を用い作動・制御方法を理解し診断方法について学

ぶ。 

3後 42.0        ○ 
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○     ブレーキ装置 

エアー・油圧ブレーキについて各装置ごとに分解点検を

行い構造・作動を理解し診断方法について学ぶ。ＡＢ

Ｓ、ヨーコントロールについて車両を用いて制御方法を

理解し点検診断方法を学ぶ。 

3前 42.0        ○ 

○     サスペンション 

エア・電子制御サスペンションについて各装置ごとに分解

点検を行い構造作動を理解し、診断方法について学

ぶ。４輪アライメントについて車両テスタを使用して理

論・調整方法について学ぶ。 

3後 42.0        ○ 

○     基礎電装 

高精度テスターの機能、取扱いについて学ぶ。 

オルタネータ、スタータ等の性能試験を行い総合判定を

行う。オーディオ等について構造を理解する。 

3前 42.0        ○ 

○     応用電装 

オートエアコン・安全装置（エアバッグ、シートベルト

等）における機能及び作動を理解するとともに各センサ

ーの点検、故障診断力を身につける。 

3後 42.0        ○ 

○     故障探究１ 
外部診断機により電子制御式燃料噴射装置（Ｇ、

Ｄ）の総合判定及び難解故障診断力を身に付ける。 
3後 42.0        ○ 

○     故障探究２ 

シャシ電装（電子制御Ａ/Ｔ、電子制御サスペンション

等）の総合判定について学ぶ。また整備技術力の向上

及び難解故障診断力を身に付ける。 

3後 42.0        ○ 

○     故障探究３ 
振動、音の発生メカニズムを理解する。振動・騒音を分

析し低減方法を学ぶ。 
3後 35.0        ○ 

○     検査作業 

国の行う継続検査の実施要領、指定自動車整備事業

における車検整備の実務を保安基準・検査基準を踏ま

えて指導し、自動車検査を総合的に理解させる。 

3前 24.4        ○ 

○     ビジネスマナー 
社会人としての最低限のマナーとルールを身につけ、明

確なビジネス意識を持った人材を育成する。 
4前 14.0        ○ 

○     体験実習 

学校で修得した整備技術（点検整備・故障原因探

究・総合診断）や知識を活かし体験実習をする。（故

障診断など最新技術に対応できる知識・技能、接客マ

ナー） 

4前 210.0        ○ 

○     基礎実習 

体験実習で得た基礎的な整備技術・知識を再確認す

る。社会人としての心得や接客マナー・教育マナーを確

認する。 

4前 35.0        ○ 

○     総合実習 

体験実習で得られた知識・技術をもとに習熟の度合を

確認する。多種多様な事象を体験し修得した幅広い知

識・技能を確認する。一級整備士資格相当の知識・技

術をベースにした経験の蓄積。 

4後 602.0        ○ 

○     卒業研究 

企業実習を終えて企業のもつ問題点・改善点について

の研究、または、故障診断等最新技術に対応できる知

識・技能の修得や将来的な活用方法（管理職・店舗

の運営等）についての研究。 

4後 70.0        ○ 

合計 122 科目 4091.4単位時間（ 単位） 

 


